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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜新患情報＞

・村上　幸子　様　～20年前より同棲している男性が居たが実際に入籍したのは7年前。現在は愛媛県にマンションを購入し暮らしている。子供はいない。Ｈ16年よりうつ病を発症し、精神科病院への入院歴がある。

Ｈ26.11.11退院後も、やる気が起きず元来几帳面であった性格も整理整頓が出来ない状態となっている。夫は現在単身赴任中であり、このまま一人で置いておけないと妹が暮らす八戸へ一時的に帰省する事になった。現在夜間は眠る事が出来、食事も摂れている。（6種類の精神薬を服用中）。帰省中も、精神科治療の継続を希望して、当院へ受診の相談に至る。Ｈ26.12.22(月)11：30来院、診察予定。

· 工藤　唯人　様　～現在、八戸東高等学校1年生。中学校3年時ニキビがひどい事で同

級生にからかわれる事があった。同時期より学校に行かない事があった。高校進学してからも学校へ行けない日が続き、ニキビを気にしている様子。市販薬を試したり、シャワーも時間をかけ朝、晩と必ず2回入るという。洗顔には1回20分もの時間を要している。学校で過呼吸を起こす事や、「いなくなりたい」と話す事もある。これらの事を中学時代の先生に相談。心療内科の受診を勧められ、相談の電話をしたが、本人から直接電話するように言われた為、受診には至らず、はらだ内科へ相談。長谷川内科を紹介され、一度のみ受診し、精神科病院への受診を勧められ、当院への受診相談に至る。Ｈ26.12.24(水)11：30来院、診察予定。

・谷川　真椰　様　～Ｈ20年3月医療事務関係の専門学校を卒業。卒業後は八戸市へ戻り、母・弟との3人暮らしとなる。調剤薬局へ勤務していたが、徐々に意欲低下し、1日無断欠勤する事があり、社長との話し合いが行われ、Ｈ21年4月退職。その後は就職活動を継続しながら、Ｈ21年5月～コンビニやドラックストアへ就職するが長続きしなかった。元々両親は、家庭内別居状態であった。父は漁師をしており、物心付いた頃より単身赴任をしていた。父は、元々咳き込んでいる状態が続き、栃木県の病院にて肺がんの診断を受け治療を行っていた。父は八戸市への帰省を希望し、4年程前に帰省したが、母が父を受け入れる事が出来ずに離婚。その後本人が一家の大黒柱状態となる。3年程前に父が死去。仕事を掛け持ちして生計を立てていたが、Ｈ26年10月頃より“仕事が面倒くさい”“仕事をやりたくない”という思いが徐々に強くなっていた。人と関わらない仕事を希望し、派遣登録し鶏肉をトレイに詰める工場へ就職。業務内容にプレッシャーを感じて、Ｈ26.12.9退職。以後自宅にて過ごしているが「普通の人だったら仕事をしている時間なのに…」等と自責感にかられる事がある。現在空腹感が無く、ムカツキ・金銭的に余裕が無い事から食事は積極的に摂ろうとは思わない。睡眠状態も悪く、熟睡感も得られていない。上記状態から精神科受診を検討し、当院へ受診相談に至る。Ｈ26.12.25(木)10:30来院、診察予定。
